
まつ丹が著撃をあげた。ことしはとくに市制

30周年にあたり、待望の市民センターも発

成してよろこびは深い。 F行t立、七夕第 2S

Eきの 7 1'3 6 旬、午前 10時から、新装なった

市民センターホーんに、 F行制 30!萄年と市民



総工費 2憶4350万円を投じて完成した市民センタ

ーに続いて、来年は 1 f意 3000万円をかけ 3年がか

りで改装笠備中のjU仕合体育館が落成する。さら

にニとしからは、 39年宛エを箆襟に建設する新市

!T苦言も潔エする。昭和36年度の総体予算38億円を

記録した市政は、 30J渇年をむかえて、充実とあた

らしい成長を試みようとしている。

戦災復興も教育施設整備も財政カの充実もそろっ

て見とおしがつき、市政はあたらし L、時代にはい

ろうとしている。

今年度から数憶をかけて建設する

新市庁舎…成長する子宮放を象徴する

充実するや央縞j定衡のまちなみ
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上・平塚の将来をかける新こに築地苦手、でF. 七夕夜景。 17王手前、焦土と化した平塚のまちは、その様様を一変してあたらしい繁栄をみせる



これまでの平嫁の繁栄を支えてきたものは陸軍撲である。商

店数2000。年問販売額 190憶をあげる平塚の蕗型車は、年に一

度濠呈甚な七夕まつりに苦言数十万の客をあつめる。既成工場

衡の充実にあわせて、相撲)11右淳一帯と大野の畑地を含む

新工業地帯に{立、あたらしい平塚の恵、吹きがいっぱいであ

り、市が7000万円を投じて造成中の馬入工業白地にも新工

場の進出がまじかそvあって年間生漆客員 485í意に達するこに業

は平塚の未来といえよう。 3800世帯が従事する農業 i立、専

業化哲郎湾イヒの方向に活路を求的て力強い脱皮を続け、黒潮

にのるカツオ漁業は県下の中心地として名をはせている。

f動くまちであり、若々しい生命を秘的る平塚である。
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よごれを知らない平塚の潟

震聾さf しとさ主i話、車工ケ浜務営住宅で


